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本研究は次の３つの小課題から構成される：(1)環境汚染物質の精密計測法の開発，(2)環境汚染物質の系統的観測と発生
源分析，(3)高分子蛋白質解析に基づく生態環境汚染物質の解析．以下に小課題毎の成果を簡単にまとめる．
(1)質量分析装置開発と新規イオン化法研究：極微量であるために測定困難な分子の質量情報を取得し同定するためには試
料分子を壊さずに高感度に測定することが重要となる.そこで、当研究室で開発した表面プラズモン励起を用いたレーザー
脱離イオン化質量分析法によりプレート基板の高機能化を目的に実験し,新たな基板調製方法を開発することで試料分子を
きわめて高感度に測定することに成功した.
(2)八王子市にてPM10粒子，PM2.5粒子を，山形県酒田市においてPM10粒子を，江東区にてPM2.5粒を採集した．放射化分析
法にてこれらの元素組成を調べたが，特にディーゼル車等からの排出粒子の主成分である炭素に注目した．石英フィルタ
上に採集した浮遊粒子を光量子放射化分析法によって，有機形炭素と元素状炭素の分別定量を試みた．八王子市でPM10粒
子を粗粒2段階で分別採集したところ，炭素は細かい粒子に多く含まれており，元素状よりも有機形炭素が多く含まれる傾
向があることがわかった．
(3)不安定でかつ溶解度が低い蛋白質や高分子蛋白質のNMR解析法の研究、およびIn-Cell NMRを用いた生体内蛋白質の解析
法の研究を行った。前者の研究については、異種核多次元NMR測定に際して非線形サンプリングと最大エントロピー法を用
いた手法の改良を行うことで、従来法の1/10程度の測定時間で充分な感度と分解能を持つNMRスペクトルの取得に成功し
た。後者については、大腸菌内の蛋白質発現システムを用い、生きた細胞内の蛋白質としては世界で初めての立体構造の
決定に成功した。
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